
 

議案第１６８号 

さいたま市興行場法施行条例の制定について 

さいたま市興行場法施行条例を次のように定める。 

平成２４年１１月２８日提出 

さいたま市長 清 水 勇 人 

さいたま市興行場法施行条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、興行場法（昭和２３年法律第１３７号。以下「法」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置の場所の基準） 

第２条 法第２条第２項の規定による興行場の設置の場所は、排水が良好な場所、防

湿上有効な措置が講じられている場所等入場者の衛生に支障を来すおそれのない場

所とする。 

（構造設備の基準） 

第３条 法第２条第２項の規定による興行場の構造設備の基準は、次に定めるとおり

とする。ただし、野球場、競技場、競馬場その他屋外で興行を行う常設の興行場、

一時的に施設を仮設して興行を行う興行場又は学校、公民館その他興行以外の目的

で設置された施設を使用して臨時的に興行を行う興行場であって、市長が公衆衛生

上支障がないと認めるものについては、この基準の一部を適用しないことができる。 

⑴ 観覧場 

ア 舞台等の興行に直接関係する場所を除き、食堂、ロビー、便所、売店等とは

隔壁等により区画されていること。 

イ 入場者の移動並びに清掃及び消毒が容易にできる構造であること。 

ウ 適当な数及び広さの観覧席が設けられていること。 

エ 入場定員数に応じた適当な数及び広さの出入口を有すること。 

オ 観覧場の汚染された空気の排除並びに温度及び湿度の調整を行うための適正

な機械換気設備又は空気調和設備が設けられていること。 

⑵ 便所 

ア 男女別に区画されていること。 



 

イ 男子用大便器は収用定員２００人につき１個以上、男子用小便器は収用定員

１００人につき１個以上、女子用便器は収用定員１００人につき１個以上設け

られていること。 

ウ 便器は、陶磁器等の不浸透性の材料で造られていること。 

エ 便所は、水洗式であること。ただし、施設の敷地内又はその付近に下水道そ

の他これに類する排水施設がない場合は、この限りでない。 

オ 流水式の手洗い設備があり、消毒液等を入れる専用の容器等があること。 

カ ねずみ、衛生害虫等の発生防止及び防臭のための設備が設けられていること。 

⑶ その他 

ア 観覧場、廊下、階段、便所等には、適当な照度を有する照明設備が設けられ

ていること。 

イ 観覧場、売店、食堂、便所等の床面は、防湿可能な構造であること。 

ウ 売店等の付近には、適当な数の流水式の手洗い設備があり、消毒液等を入れ

る専用の容器等があること。 

エ 興行場内には、適当な数のくず入れが備えられていること。 

（衛生等の措置の基準） 

第４条 法第３条第２項の規定による興行場の営業者の講じるべき衛生等の措置の基

準は、次に定めるとおりとする。 

⑴ 換気 

ア 機械換気設備及び空気調和設備は、常にその機能を有効に保ち、かつ、有効

に作動させること。 

イ 観覧場における空気環境は、次のとおりとすること。 

(ｱ) 炭酸ガス濃度は、０．１５パーセント以下 

(ｲ) 浮遊粉じん量は、１立方メートル当たり０．２ミリグラム以下 

⑵ 照明 

ア 照明設備は、定期的に保守点検し、その機能を有効に保つこと。 

イ 入場者が利用する場所においては、照度２０ルクス以上とすること。ただし、

観覧場において演技又は映写中のため特に照度を下げる必要がある場合におい

ては、床面において照度０．２ルクス以上とすること。 



 

⑶ 防湿 排水設備等の機能を有効に保ち、防湿に努めること。 

⑷ 清潔 観覧場、売店、食堂、便所等は、毎日清掃するなど、常に清潔で衛生的

に保つこと。 

⑸ その他の衛生上の措置 

ア 感染のおそれのある疾病にかかっている者又はその疑いがある者を業務に従

事させないこと。ただし、医師の診断により支障がない場合にあっては、この

限りでない。 

イ 衛生に関する業務に係る責任者を定めて置くこと。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現に興行場法施行条例（昭和５９年埼玉県条例第３０号）附

則第２項の規定の適用を受けている興行場にこの条例に定める興行場の構造設備の

基準に適合しない部分がある場合（この条例の施行の日以後に当該部分を変更した

場合を除く。）において、当該興行場に係る構造設備の基準については、興行場法

施行条例による改正前の興行場法施行条例（昭和３０年埼玉県条例第１７号）の規

定の例による。 

 


